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第 12回学術大会を終えて 
 

一般社団法人山梨県言語聴覚士会第 12回学術大会 大会長  高橋 正和  

 

令和元年 12 月 8 日（日）、山梨大学医学部キャンパス臨床大講堂にて開催されました一般

社団法人山梨県言語聴覚士会第 12回学術大会は、参加者 80名（県士会員 78名）にご参加い

ただき、盛会のうちに終了することができました。ご参加・ご支援をいただいた皆様に心よ

り御礼申し上げます。 

今大会は「共生社会の実現に向けて～言語聴覚士がつなぐ地域の和～」をテーマとして、

２つの特別講演、賛助会員による製品紹介、ならびに８題の一般口演があり、活発なご討議

と学術的な研鑽に加え、多くの情報交換・収集をしていただけたことと存じます。 

特別講演Ⅰでは、「笑顔の授業」～失語症理解の普及に向けた取組み～ として池田博之氏

（東京海上日動）、流石巌氏（東京海上日動）、伊藤梓先生（鵜飼リハビリテーション病院）

にご講演をいただき、この講演会活動にご尽力されている森田秋子先生（鵜飼リハビリテー

ション病院）を座長としてお招きいたしました。失語症の当事者である池田氏が職場に復帰

し、苦労や葛藤を乗り越え、その中で自分の役割を獲得し、生き生きと活動されている姿は

とても印象的でした。また、そのサポートをするご家族や上司、同僚の方々へのメッセージ

にも熱く込み上げてくるものがありました。言語聴覚士である伊藤先生からは、その支援と

して急性期から回復期、そして生活期の言語聴覚士の関わりなどをお話していただきました。

特別講演Ⅱでは厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部の塩野勝明氏から「失語症者向け意

思疎通支援事業について」の説明を受け、これまでの経緯や今後の展望など大変興味深いご

講演をいただきました。また当日は、復興支援チャリティバザーも開催され、多くの皆様に

ご賛同いただき誠にありがとうございました。会期中はご不便をおかけした点も多々あった

かと存じますが、参加された皆様のおかげで大変充実した学術大会にすることができたと改

めて感謝申し上げます。 

末筆ながら、ご多忙の中、査読や座長をお引き受けいただいた先生方、学術大会の企画・

運営にご協力いただきました県士会および実行委員の皆様に心より感謝申し上げます。 
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第 12 回学術大会を終えて 
 

一般社団法人山梨県言語聴覚士会 会長 内山 量史 

 

この度、第 12 回学術大会が令和元年 12 月 8 日に多くの会員が参加され盛会に行われたこ

とを嬉しく思います。開催にあたり事前の準備ならびに当日の運営に携われた高橋正和大会

長、元木雄一朗実行委員長をはじめ実行委員、査読委員の皆様に県士会を代表してお礼を申

し上げます。 

 今年は県士会が設立されて 20年を迎える中、第 1回学術大会は平成 21年 2月 22 日に開催

されて以来 12年を経過し、今では自己研鑚や人材育成の場として重要な事業となっておりま

す。 

今大会のテーマ「共生社会の実現に向けて～言語聴覚士がつなぐ地域の和～」は病気や障

害の有無に関わらず誰もが安心して暮らし続ける社会を創造するためには言語聴覚士として

地域職能団体として何ができるのかを各自で再確認して欲しいという願いが込められており

ます。 

今大会の特別講演は、失語症のある方の職場復帰とそれを支える周囲の環境をテーマに東

京海上日動火災保険株式会社の池田博之氏と鵜飼リハビリテーション病院 言語聴覚士の伊

藤梓先生にご講演をいただきました。急性期から回復期、そして生活期へ言語聴覚療法を繋

いだ言語聴覚士の連携をはじめ、本人に役割を持っていただき、本人が活かされる職場環境

を構築された流石 巌氏の取り組みは非常に興味深く感動も与えていただき、自らの言語聴

覚士像を見つめ直す契機となりました。また、失語症のある方に関わる意思疎通支援事業つ

いて厚生労働省の塩野勝明氏（社会・養護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室 室長補

佐）からは本事業の制度に至るまでの過程や具体的な取り組みについて説明を受けました。

山梨県障害福祉部の方も会場に足を運んでいただき今後の山梨県での地域生活支援事業の展

開にとって起爆剤になったと確信しております。 

今回の口演には８演題がエントリーしていただけました。発表をされた８名の会員の方は

当日の発表を迎えるまでには大変な苦労があったかと思いますが、どれも努力した成果がみ

られる発表であったと思います。座長が時間を気にするほど会場からの質疑応答も活発であ

り、有意義な口演であったと思います。本大会での口演の経験を礎とし日本言語聴覚学会を

はじめとする全国の学会発表へと繋げた会員も多くいます。今後のキャリアアップとして是

非チャレンジして下さい。 

 地域包括ケアシステムの構築・推進が図られ「医療から介護へ」、「病院・施設から地域・

在宅へ」という流れが主流となる社会保障制度の変化に伴い、言語聴覚士の果たす役割も大

きく変わりつつあります。このような時代背景にあるからこそ我々の対象者が家庭に帰った

後も活き活きとした生活を継続できるために“言語聴覚士のあるべき姿”、“県士会が担う役

割”について考える機会にして欲しいと思います。 

次年度の第 13回学術大会は第 3回山梨県リハビリテーション専門職合同学術大会となりま

す。理学療法士会が事務局を担当し 3 士会の協働のもと開催されます。当会のこれまでの学

術大会で蓄積された“経験”と“力”で運営をサポートし、一層の盛会となるよう心から願

っております。 
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第 12回学術大会を終えて 
 

実行委員長 甲州リハビリテーション病院 元木雄一朗 

 

 令和元年 12月 8日に山梨大学医学部キャンパス臨床大講堂で開催されました一般社団法人山

梨県言語聴覚士会第 12回学術大会は多くの参加者に恵まれ、盛会に終了することができまし

た。今大会のテーマは「共生社会の実現に向けて～言語聴覚士がつなぐ地域の和～」とし、東京

海上日動火災保険株式会社の池田博之氏、流石巌氏、鵜飼リハビリテーション病院の伊藤梓先生

による「笑顔の授業～失語症理解の普及に向けた取り組み～」の特別講演、厚生労働省の塩野勝

明氏による「失語症者意思疎通事業について」の特別講演、一般口演 8演題を企画しました。 

 言語聴覚士として、患者さんと向き合い回復を信じて取り組むことの重要性を改めて感じる大

会となりました。地域のニーズに答えるためには高度な知識・技術に基づいた言語聴覚療法の実

践、当事者への充実した支援、さらに関係諸機関との連携・協働などが必要だと思います。そし

て専門職の向上はもとより地域から信頼される専門職として成長していくことの重要性を考える

機会になったと思います。今大会がこれからの地域づくりと言語聴覚士の役割について考えるこ

とができる機会となりましたら幸いです。 
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一般社団法人山梨県言語聴覚士会 第 12回学術大会プログラム 

08：50  受付開始 

 

09：20  開会式 

開会挨拶 

大会長挨拶 

会長挨拶 

日程の説明 

 

09：30  口演 1  失語症            座長：吉澤 由香（甲府城南病院） 

09：30  慢性期失語症者に対する聴覚的理解訓練の検討 

甲府城南病院   秋山 仁哉 

09：45  伝導失語の診断に至った一症例 －呼称場面の分析を中心に－ 

甲州リハビリテーション病院   上川 若菜 

10：00  訪問 STでの失語症者における目標共有の必要性について 

湯村温泉病院   岡 大樹  

10：15  失語症友の会会員の生活と社会参加の実態 

北杜市立塩川病院   向 亜希香 

10：30～10：50  休憩（20分） 

10：50  口演 2  Dysarthria・嚥下障害 座長：赤池 洋（山梨大学医学部附属病院） 

10：50  当院における干渉電流型低周波治療機器の実践報告 

石和共立病院   太田 真未 

11：05  筋委縮性側索硬化症（ALS）患者のコミュニケーション支援と今後の課題 

山梨市立牧丘病院   和泉 裕二 

 

11：20  口演 3  小児            座長：飯塚 周子（甲府共立診療所） 

11：20  重症心身障害児における三項関係の成立に関する一考察 

～ボールを用いたやりとりにおける反応の過程～ 

国立病院機構甲府病院  小松 富美子 

11：35  学びやすい環境を選択できるように寄り添った支援 

甲府共立診療所   増田 歩実 

11：50～13：10  昼休み（80分）チャリティバザー・賛助会員の製品紹介 

13：10  特別講演Ⅰ        座長：森田 秋子（鵜飼リハビリテーション病院） 

    「笑顔の授業」 ～失語症理解の普及に向けた取り組み～ 

鵜飼リハビリテーション病院  言語聴覚士           伊藤 梓 

東京海上日動火災保険株式会社 東海・北陸業務支援部担当次長  池田 博之 

東京海上日動火災保険株式会社 東海・北陸業務支援部長     流石 巌 

14：40  休憩（20 分） 

15：00  特別講演Ⅱ               座長：髙橋 正和（石和温泉病院） 

    失語症者向け意思疎通支援事業について 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 企画課 

自立支援振興室 室長補佐 塩野 勝明 

 

16：00  閉会式 

閉会挨拶 

  終了 
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